
 

 

保育園における流行性耳下腺炎の集団発生 

 

１ 経緯 

 ３月４日（火）に鳥取市から東部福祉保健事務所に「市内の保育園で流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）が

流行している。」との報告があった。 

 

２ 患者の発生状況（３月４日（火）午後４時現在） 

区 分 人数 患者数 現有症状者数 

園児 １９３名 ２５名  １６名 

職員 ３５名 １名  １名 

 

施 設 名：鳥取市立美保保育園 

代表者名：園長 米山
よねやま

 真由美
ま ゆ み

 

所 在 地：鳥取市吉成2 丁目13－8 

主な症状：唾液腺の腫れ、発熱 

発 症 日：２月１２日 

 

  ※患者のプライバシー保護の観点から、当該施設への取材には御配慮ください。 

 

３ 今後の対応 

（１）施設での二次感染防止対策の徹底の指導 

（２）利用者及び職員の健康調査の継続 

 

 ＜流行性耳下腺炎（５類感染症）＞ 

○流行性耳下腺炎とは、パラミクソウイルス科のムンプスウイルスによって起こる感染症です。 

○流行性耳下腺炎は 2～3 週間の潜伏期（平均 18 日前後）を経て発症し、片側あるいは 両側の唾液

腺の腫脹を特徴とし、通常1～2 週間で軽快します。  

○3～6 歳児に多くおこります。  

○合併症は、髄膜炎が最も多く、髄膜脳炎、睾丸炎、卵巣炎、難聴、膵炎などがあります。 

○鳥取県感染症流行情報第８週（２月 1７日～２月２３日）によると、東部及び 西部地区で散発、中部

地区で患者発生極小又はなしの状況です。  

 

 

 ＜流行性耳下腺炎の感染予防＞ 

○発熱、唾液腺の腫脹などの症状があった場合は、早めに医療機関を受診しましょう。  

○予防法は、「ムンプスワクチン」の接種（任意接種：有料）があります。  

○手洗い、うがいの励行。  
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